
古
絵
葉
書
で
見
る
金
沢
城
・
百
間
堀 

塩 

谷 

忠 
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一
、
は
じ
め
に 

 

兼
六
園
下
か
ら
広
坂
ま
で
通
る
お
堀
通
り
は
、
金
沢
城
を
囲
む
よ
う
に
巡
る
堀
の
中
で
は
最
も
大

き
か
っ
た
「
百
間
堀
」
を
埋
め
立
て
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
百
間
堀
の
長
さ
は
石
川
門
前
土
橋
（
通
称
、

石
川
橋
）
か
ら
車
橋
ま
で
、
百
五
十
間
（
約
二
七
〇
ｍ
）
あ
り
ま
し
た
。
明
治
四
十
三
年
か
ら
四
十

四
（
一
九
一
一
）
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
埋
め
立
て
道
路
工
事
に
よ
っ
て
現
在
に
近
い
姿
に
変
貌
し
、

満
々
と
水
を
湛
え
た
様
子
は
今
と
な
っ
て
は
想
像
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。 

 

ま
だ
金
沢
城
本
丸
に
金
沢
御
坊
が
あ
っ
た
時
代
、
湧
き
水
の
溜
ま
る
天
然
の
谷
で
「
蓮
地
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
天
正
期
に
な
る
と
小
立
野
方
面
か
ら
の
防
御
を
高
め
る
た
め
に
、
谷
筋
を
利
用

し
て
掘
ら
れ
て
空
濠
と
な
り
、
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
の
辰
巳
用
水
の
城
内
へ
の
導
水
に
よ
っ
て

水
堀
化
さ
れ
ま
し
た
。 

手
元
に
最
近
入
手
し
た
百
間
堀
の
様
子
が
わ
か
る
古
絵
葉
書
が
三
枚
あ
り
ま
す
。
二
枚
は
水
堀
だ

っ
た
明
治
時
代
の
も
の
、
も
う
一
枚
は
道
路
開
通
後
の
大
正
時
代
の
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
絵
葉
書

か
ら
近
代
以
降
の
百
間
堀
の
変
化
を
考
え
て
み
ま
す
。 



古絵葉書１、金澤城  

 
軍隊駐屯の明治 42 年以前の水堀であった時のもの 

写真１、2012 年 2 月撮影  

兼六園桂坂口からお堀通りの中間に通じる道路下で撮影する。

当時はもっと高い位置から撮影されたようです。  



古絵葉書２、金澤城  

軍隊駐屯の明治 42 年以前の水堀であった時のもの 

写真２、2012 年 2 月撮影  

兼六園桂坂口からお堀通りの中間へ下る道路途中で撮影する。

撮影位置はここより前方だと考えられます。  



図一、百間堀の範囲比定と撮影場所  

国土地理院の電子国土 Web システムから提供さ

れた地図データに、「金沢市史 資料編 18」の別

刷 13「金沢城絵図 石川県立歴史博物館蔵」を

重ねて加筆・作成しました。 

二
、
明
治
時
代
の
百
間
堀 

 
藩
政
期
の
絵
図
を
み
る
と
百
間
堀
は
石
垣
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
水
堀
だ
っ
た
時
代
の
絵
葉
書
は

二
枚
と
も
兼
六
園
側
の
石
垣
上
か
ら
撮
影
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
兼
六
園
側
の
石

垣
は
道
路
工
事
に
よ
り
大
部
分
が
外
さ
れ
て
、
裏
の
土
塁
も
大
き
く
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

現
代
地
図
に
藩
政
期
の
絵
図
を
重
ね
て

み
る
と
（
図
一
）
、
絵
図
は
正
確
な
測
量
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
百
間
堀

の
兼
六
園
側
石
垣
の
ラ
イ
ン
は
お
堀
通
り

の
東
側
歩
道
の
上
に
来
る
よ
う
で
す
。 

 

古
絵
葉
書
１
の
兼
六
園
側
石
垣
の
手
前

（
南
側
）
の
直
線
箇
所
は
、
金
沢
城
側
と

同
じ
高
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
奥
（
北

側
）
は
一
段
折
れ
が
あ
っ
て
見
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
古
絵
葉
書
２
で
左
方
向
（
南
側
）

に
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
様
子
が
み
ら

れ
、
一
段
折
れ
の
あ
る
中
間
箇
所
に
向
け

て
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 



 
古絵葉書３、金澤城石川門  

明治 44 年のお堀通り開通後から大正 8 年の兼六園下・香林坊

間の市電開通までに撮影されたもの 

写真３  

蓮池門通りの兼六園蓮池門口近くから撮影する。松や桜の木な

ど植生がかなり変わっています。 



三
、
大
正
時
代
前
期
の
百
間
堀 

 
古
絵
葉
書
３
は
お
堀
通
り
が
完
成
し
て
い
ま
す
が
、
市
電
の
軌
道
が
見
え
な
い
の
で
、
そ
の
間
約

十
年
（
明
治
四
十
四
年
～
大
正
八
年
）
の
百
間
堀
の
様
子
と
な
り
ま
す
。
蓮
池
門
通
り
や
お
堀
通
り

へ
下
る
道
路
は
現
在
と
変
わ
ら
ず
、
こ
の
頃
に
は
兼
六
園
側
の
道
路
の
形
は
ほ
ぼ
完
成
し
、
現
在
ま

で
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

四
、
お
わ
り
に 

 

今
回
、
古
い
絵
葉
書
を
入
手
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
約
百
年
前
の
百
間
堀
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

詳
細
な
資
料
調
査
を
す
る
時
間
的
余
裕
も
な
か
っ
た
た
め
、
裏
付
け
の
な
い
思
い
込
み
に
な
っ
て
い

る
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
数
枚
の
絵
葉
書
か
ら
自
分
の
生
ま
れ
る
ず
っ
と
以
前
の
様
子
を
知

る
こ
と
は
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。
金
沢
は
名
所
が
多
く
、
全
国
的
に
み
て
も
多
く
の
絵

葉
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
珍
し
い
絵
葉
書
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 
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